



































詐欺ノ事実ヲ蒐録シ之レニ法律ヲ擬シタルモノナレハ書中裁判官検察官其他人名地名等ヲ記載スルモ其実アルニアラス唯ダ之ガ名ヲ仮リ読者ヲシテ記憶シ安 カラシメントスルニアルノミ」 、又曰く、 「本書ハ詐欺ノ事実ト之ニ該当ル刑罰ヲ知ラスルノ意ニ出ルヲ以テ成ルベク件数ヲ多クセ
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ンタメ勉メテ文辞ヲ省畧シタレバ文章ノ体裁元ヨリ完全ナリトセズ且ツ擬律ノ如キモ勉メテ重複ヲ避ケ僅ニ其大要ヲ記載シタレバ読者幸ヒニ全篇ヲ通読シテ著者ノ麁漏ヲ叱責スル勿レ」と。更には、本書で詐欺犯を網羅してはいないので、不日次編を出すこと 但し、本書一冊でもよく活用して油断することの無ければ「十中ノ九位以上詐欺ノ厄難ヲ免レ得ルニ幾カラン」と編者 記していて、 が本書の性格をよく言い表わしていると言うことが出来る。 「詐欺ノ事実」と言っても「后来社会ニ出現スベキ」もので
図 1　『詐欺』表紙（国立国会図書館所蔵）
図 ２　『詐欺』口絵（同前）







ふべからず今試みに詐欺に遭ふの原因を提挙すれば欲と余習と好僻との三種を出ざる者の如し第一欲とは食欲、色欲、 他自己一身に関かる利欲 為めに惑はされ詐欺に遭 者にして比種類最も多きも皆是れ自から招くの所為 謂 し第二余習とは我国封建時代に養成したる官尊民卑の 弊にして濫り 官辺を恐れ教ふの心より詐欺に罹る者なれば其愚痴又憐れむに堪へたり第三好僻と
人各々其好む所に僻する為め詐欺に陥
しいれらるヽものにして道理 正しきを失ふに在り然り而 て右 外正当 職務上より詐欺 遭ふ者ある古人の所謂欺くべく誣ゆべからずにて如何んとも為す
能はざる厄難に似たれども是れ又自己の油断に基因すと謂ふべし（中略）故に人々油断の心なくんば何程詐欺に妙を得たる悪奸も容易く其術を施す能
ざるなり




































































































































































































同じ末路を辿る所を 何故か母親と敬い厚く持て成されるので、老婆はそ ま 母親と成り済まして 。かくて四五日を経て新橋 辺りの宿屋に着き、近々官員に嫁に遣















津根フルと名を明示され、鷺尾は刑法第三百九十条・同第三百九十四条により罰せら るも、フルは刑法第七 七条により無罪放免とされる（男の「女房」については触れていない） 。
男は勿論のこと、老婆も母親にまんまと成り済ました辺
り、一見憎むべき所が有るようにも思われないではなが、何か寧ろ憐れの情を呼び起こすようであるのは何故であろうか。遊女屋に売られて以来の素性 経歴がなまじ挿入されていた為、更に詐欺 ダシに使われてしまう展開に、男の悪者ぶ 悪どさが逆に強調される らであり、
























































































































































































































































び入る。長持の上 布団を畳み返して縄を十文字に掛け、引っ提げて庭に降りれば阿ペチヤに遭遇。小盗賊 如才なく、こちら古着商と聞き古布団一二枚売らんと持参した云々と言い抜ければ、阿ペチヤの方は値段も分からず 見知らぬ者の品など買うは真平御免、と追 出すと小盗賊は悠々と追い出され、否、まんまと布団を担ぎ逃亡したのだった、という余程お粗末なお話。
判決文では、小盗賊昼間鳶助は刑法第三百六十六条およ
び同第三百七十六条により「重禁錮三月ニ処シ尚ホ六月ノ監視ニ付ス」とされるが、頭評に「○本件ノ処分当レルヤ否ヤ」と第三者の立場・視点（この場合 著者）から 一言が添えられている は第 章 同じ（後出の第十四、十五、十六章も同じく） 。本章は、前半 貧乏人説（齷齪働く亭主と遊び歩く女房の話含む）の比重が大きく、後半の布団泥棒のエピソード の繋がりに若干無理 なくもないように見受けるが、頭評に言う「留守居役ノ注意ヲ促ス」






の布団」 、 「縲」は黒縄、 「絏」は縛







居る折柄、相場事で思わぬ金が手に入った 幸い至急普請に取り掛かり く 取り敢えず大工彫刻師二三人 連 て見積りかたがた伺いました、と。殊の外の和尚の喜び、番













めか知らん」と締め括られる。判決は 重禁錮一年 罰金十円、六月の監視。被告人奸太郎の詐欺には違 ないが頭評では 「然レ
附帯ノ私訴即チ寺ノ門ヲ破毀シタル損
害ハ破毀セシ者ヨリ寺院ヘ賠償スヘキモノカ或ハ被告ヨリ直チニ寺院ヘ賠償スヘキカ如何」とある 一言以 これを評せば、本章は正に 泣き面に蜂の章、とも言えようか。








































ての興行」とて、盛況 極める新富座から話は始まる。見物の場所に困った七つ程の娘と乳母に桟敷の片隅を譲って親切を尽くす夫婦あり、乳母より話を聞いた娘 親は浅草で両替を業とする豪商若松屋智右衛門という者、予て礼をと思うが当の相手が分らない。と、四五日過ぎてその男の人力で店前を通り行 を乳母が見付け 奥の へと請じて歓待する。そこへ小僧来って、横浜港英国商館 番頭を探して神田の古物商小八郎なる者が店に尋ね来たと告げる。小八郎は「旦那御噺しの水晶」が見付か が、仏国 商

















































































り重禁錮五月、罰金五円、六月の監視に付すというものだが、これは、成り済ましによる典型的な騙取のケースで、本書「序」に言う「余習」に係る詐欺の話と覚しい。頭評に「近来新聞紙」云々と見えるが、却って随分 古典的な手にも感じられるし、恐らく実際そうでもあろう。が、本章の冒頭にも見 た通り 御役人」＝「官員」の権威を借りた、人の行き交い・移動のもたらすドラマというは、これもやはり 代」ら い詐欺の形態と認めてよと思われる。「第十四章
　
浦島の妻君」は、前章と大同小異、やはり

































金十円、六月の監視に付す、とされている。本文 方 頭評には、 「此手段ニ罹ル者豈ニ唯リ呉服屋ノミナランヤ万
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般ノ商業家皆然リ且ツ旅宿ヲ営業トスル者深ク警戒スヘシ」と見え、前章と併せて、当時金目の物として最も詐欺的行為の対象となり易かった小物の一つが「呉服」であったことをつくづく思い知らされるエピソードではある。当時の現実をよく反映して、本書の実利的側面を代表する二章だったと言え う。 「鏡屋」の一件を番頭が心付けても、尚この有り様、詐欺に追いつく用心なし、と言ったところか（因みに、これは現代も全く変わらない状況で） 。「第十五章
　
意外の仁術」は、 「欧米の学術技芸陸続と輸


























































tate03_ikeda.indd   74 2013/05/29   11:35:53
75




































































































































さも必要なのだ、と語っている章でもある。 方、騙られない為には「法律」の智識も必須なのだが、当人不在 その他折角の智識も活かされないでは意味が無い。また、智識有り、用心有って 、詐欺に為て遣られることの多いこと、前の方の章で既に見て来た通りである。詐欺力強し。「第十九章
　
時計の鑑定」は、東海道中最も人口多き某
地の遊廓での物語。才子の楼主が元は揚屋だったのをこの地有数 貸座敷 成し上げた高根楼へ、或る夜 年の頃二十三四の田舎の金満家の子息と見えるが登り 娼妓花里に金三円七八十銭を遣い、二日後金三円余、また二日後金五円余と遣って紙入れより金三円を取り出し、仲居に 円三十銭借りたいと申し出て、 「金側 時計」を添えて渡したのが先ず話の発端で。楼主は時計を見て二円 価値は有るとてこれを受け入れる。と、その後商人体の男二人登 して酒の間の問わず語りに時計 自慢話をする で、仲居が





















の連れて来た婦人と婚姻の儀式行われ、花下は婦人 持参金が気になりつつも、先ずは出雲屋に手数料一割の五十円を渡したのだった。二十 八が二十四五 しか見えな 別品の婦人と新夫婦鴛鴦の契り浅からず当分は持参金の事も







































状』と酷似して「夢」で終わるが、夢笑道人・萩倉耕造お気に入りの締め方と覚しい。話戻って 第二十章については、本文冒頭 頭評に「○本章ハ色ト欲トノ兼情ヨリ起ル珍奇ノ事件」 「是レ則チ自由結婚ノ行ハレザル邦土ノ悪習と謂フヘシ」とある に尽き いるのだが、 「婚姻ノ媒介」が一概に古くも悪しき風習とも言えないだろう。問題は、それ 「金」に関わって間違いが起こる処に有るのだから。
以上、あり得べき詐欺の種々相を二十の章に亘って見て
来たが、いつの世も詐欺を始めとする犯罪というものは時代を映す鏡 明治は明治なりの良くも悪しくも（悪しくも悪しくもヵ）智恵と行動力（活力？）が描き出されて たのだった。実用向けとフィクションと、小説と判決 批評と……擬らした工夫に南柯堂夢笑道人萩倉耕造の筆は、遊
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